
2002年出土の木簡

の
呪
符
木
簡
。
上
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
意
図
的
な
切
断
と
は
考
え
が
た

い
。
欠
損
部
、
判
読
不
能
な
文
字
が
多
く
、
記
載
内
容
全
体
は
不
明
で
あ
る
。

⑫
は
上
端
部
を
尖
ら
せ
た
呪
符
木
簡
。
墨
は
全
く
残

っ
て
い
な
い
が
、
わ
ず
か

に
文
字
の
痕
跡
が
確
認
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
紹
介
す
る
木
簡
は
、
い
ず
れ
も
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
法
に
よ
っ
て

保
存
処
理
済
み
で
あ
る
。

釈
読
に
あ
た
っ
て
は
側
香
川
県
置
県
百
年
記
念
財
団

・
香
川
県
歴
史
博
物
館

の
渋
谷
啓

一
・
御
厨
義
道
両
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

香
川
県
教
育
委
員
会
ほ
か

『浜
ノ
町
遺
跡
』
（サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
総
合
整
備
事
業

に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
六
、
二
〇
〇
三
年
）

（乗
松
真
也
）

し
ん
く
ら
ち
ょ
う

徳
島
。新
蔵

町

三
丁
目
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
徳
島
市
新
蔵
町
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
七
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
近
藤
　
理

。
横
田
温
夫

。
湯
浅
文
則

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
蔵
町
三
丁
目
遺
跡
は
徳
島
城
下
町
遺
跡
の
一
つ
で
、
吉
野
川
を
中
心
と
す

る
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
地
上
に
立
地
す
る
。
徳
島
城
下
町
は
、
天

正

一
三
年

（
一
五
八
こ

の
峰

須
賀
家
政
の
阿
波
入
国
以
後
に

築
か
れ
た
徳
島
城
の
周
辺
に
配

置
さ
れ
た
。
街
区
は
、
徳
島

・

福
島

・
寺
島

・
常
三
鳥

・
住
吉

島

。
出
来
島
の
六
つ
の
島
と
、

働

新
町
・富
田
・助
任
前
川
・佐

徳

古
の
各
地
区
か
ら
な
る
。
新
蔵

町
三
丁
目
遺
跡
は

「徳
島
」
に



位
置
し
、
江
戸
期
の

「御
山
下
絵
図
」
な
ど
の
絵
図
と
、
各
家
の
石
高
の
記
録

で
あ
る

「徳
島
藩
士
譜
」
な
ど
と
の
照
合
に
よ
り
、
上
級
家
臣
の
居
宅
が
並
ん

で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
遺
跡
の
周
辺
は
、
現
在
で
は
公
共
施
設
の
集
中
す
る

官
庁
街
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
徳
島
城
下
町
遺
跡
で
は
多
く
の
調
査
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
新

蔵
町
三
丁
目
遺
跡
の
調
査
は
徳
島
保
健
所
の
改
築
に
伴
う
も
の
で
、
三
次
に
わ

た
っ
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

木
簡
は
第
二
次
調
査
に
お
い
て
、
溝
Ｓ
Ｄ
三
二

一
〇
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

こ
の
調
査
で
は
三
時
期
の
遺
構
面
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
三
二

一
〇
は
第

二
遺
構
面
の
調
査
区
東
端
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た
南
北
方
向
の
溝
で
あ
る
。
最

大
幅

一
ｍ
深
さ
○

・
五
ｍ
で
、
出
土
遺
物
に
は
、
磁
器

。
陶
器

・
土
師
質
土

器

。
瓦

・
土
製
品

。
漆
器

。
木
製
品

・
銅
製
品

・
動
物
遺
存
体
な
ど
が
あ
り
、

量
も
多
く
内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
遺
構
の
性
格
と
し
て
は
、
元
禄

期

・
安
政
期
の
絵
図
に
み
ら
れ
る
屋
敷
境
の
施
設
に
相
当
す
る
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「
＜
野
川
源
太
郎
分
　
」

。

「
＜

□

□

斗

入

　

新

宮

」
　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
Ｎ
受

解

巡

ｏ
器

下
端
を
剣
先
状
に
尖
ら
せ
、
上
端
付
近
の
左
右
に
は
三
角
形
の
切
り
込
み
を

入
れ
る
。
墨
書
は
表
裏
両
面
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
墨
痕
は
明
瞭
で
は

な
い
。
「斗
入
」
に
つ
い
て
は
、
中
前
川
町
二
丁
目
遺
跡
出
土
の
木
簡

（本
誌

第
二
二
号
）
に
記
載
さ
れ
た

「升
取
五
人
与
」
「升
入
五
人
与
」
が
年
貢
米
徴
収

時
の
計
量
責
任
者
と
考
え
ら
れ
て
お
り
参
考
に
な
ろ
う
。

阿
波
に
お
い
て
は
、
武
家
の
所
領
支
配
と
し
て
地
方
知
行
制
が
幕
末
期
に
お

い
て
も
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
、
出
土
木
簡
の
事
例
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
こ
の
事
例
に
お
い
て
も
計
量
者
を
明
記
し
た
背
景
に
は
、
そ
の
忠
実

な
施
行
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

９
　
関
係
文
献

徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『新
蔵
町
三
丁
目
遺
跡
　
徳
島
保
健
所
地
点

―
徳
島
保
健
所
改
築
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
（徳
島
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
三
一
、
二
〇
〇
〇
年
）

（藤
川
智
之
）




